
日本ハム株式会社

＜目標・取組＞

① 食物アレルギー関連

⚫ 関連商品の出荷金額拡大

2030年度までに出荷金額40億円

⚫ 新たに表示が義務化される項目の検査キット発売

新項目の検査キット発売

② たんぱく質摂取における選択肢の拡大

⚫ 植物由来のたんぱく質商品の拡充拡販

2030年度までに出荷金額100億円

⚫ 新たな代替たんぱく質の研究

新たなたんぱく質の研究を商品化

③ 超高齢社会における健康寿命延伸商品の開発と普及

⚫ 認知機能を改善する素材（特許取得済）の商品化

2026年度までに年間300万食供給

＜関連情報＞

⚫ 東京栄養サミット2021にてコミットメントを表明 | 日本ハム (nipponham.co.jp)

⚫ 「記憶力の維持」と「疲労感の軽減」の悩みをダブルでサポート！～機能性表示食品
IMIDEA（イミディア）～12月1日新発売 | 日本ハム (nipponham.co.jp)

「たんぱく質を、もっと自由に。」
～たんぱく質の安定供給と多様な食の選択肢を提供していく～

【企業・団体の概要】

https://www.nipponham.co.jp/

（アクションプランにおいて賛同する項目）

□ 食料システムの変革 ☑ 個人の栄養に関する行動変容の促進

☑ 食関連産業のイノベーションの推進 □ 途上国・新興国の栄養改善への支援

https://www.nipponham.co.jp/csr/news/social/fss_n4g/
https://www.nipponham.co.jp/news/2021/20211130/
https://www.nipponham.co.jp/



